参詣で ございます」 と、 女 も 笑いながら 答えた。 「本 所 

深 川 や 浅 草の 遠方から も 随分お 詣 りが あるよう です」 

「奉納物 のなかで、 銭の 兜と いうの が 評判 だそう だが 

…：- J 

「ええ。 あの 兜 はほんと うに 好く 出来て いると 云って、 

どなた も 感心して おいでです」 

「毎日 飾つ て あるの かえ」 

「どういう 訳 だか 知りません が、 それが きょうは 飾つ 

てなかった そうで …… 。 わざわざ お出でになって、 力 

を 落として お帰りに な つ た 方 も ございます」 

「なぜ 引っ込ませた のだろう」 と、 勘 太 は 空と ぼけて 
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「さあ、 なぜで しょうか」 と、 女 も 首をかしげ ていた- 

「そのこと で いろいろの 噂 もあります が …… 。 何 かお 

寺社の 方から お 指図が あつたの だそう で …… 」 

二人 はいろ いろに 力 マ を かけて 訊いて みたが、 兜の 

金銀 紛失の こと は 飽くまで も 秘密に して あるら しく、 

茶屋の 者ら も 知らないよう であった。 店 も そろそろ 仕 

舞いに かかる 時刻に、 いつまで 邪魔 をしても いられな 

いので、 兼 松 は 茶代 を 置いて 表へ 出る と、 ひとりの 女 

が摺れ 違って 通りかか つたが、 また 何 か 思い直し たよ 

うに 引つ 返して、 寺の 門 をく ぐって 行った。 



夜明かし を 覚悟して いた 彼等 は、 幸いに 早く 救われ 

た。 その 夜 もま だ四ッ (午後 十 時) を 過ぎない うち、 

一 つの 黒い 影が 夜叉 神 堂の 前に あらわれた。 自分の 顔 

を 見られぬ 用心であろう。 その 曲者 は 奉納の 鬼の 面 を 

かぶって いた。 まだ 其の上に も 用心して、 彼 は 手拭 を 

頰 かむ リ にして 其の 頭 を 包んで いたが、 それが 坊主頭 

であるら しい こと は、 兼 松ら に 早く も 覚られ た。 

曲者 は 面の 箱 を ひき 寄せて、 なに か 一 心に さぐって 

いるら しい。 その 隙 をみ て、 二人 は 不意に 飛び かかる 

と、 彼 はもろ くも 其の 場に 捻じ伏せられた。 手拭 を 取 

られ、 鬼の 面を剝 がれて、 その 正体 を あらわした 彼 は、 



彼 は 宵からの 張り番に 少しく 疲れたら しかった。 

「じゃあ、 ひと 休みして 調べる か」 

二人 は 教重を 引つ 立てて 門番 所へ 行った。 門番の 

おやじ しめ 

老 爺が 汲んで 出す 番茶 に 喉 を 湿らせて、 兼 松 は 再び 詮 

議 にかかった。 

じちゅう 

「お前 は ゆうべ 此の 寺 中に 泊まった のか」 

「いいえ、 自分の 寺へ 帰りました」 と、 教重は 答えた- 

「けさの 七ッ 過ぎに 寺 をぬ け 出して、 ここへ 忍んで 来 

ました。 夜な かに 往来 を あるいて いると、 人に 怪しま 

れる、 暁け 方なら ば 何とか 云い わけが 出来る と 思った 

からです」 



盗んだ 金 をお 堂の 縁に 置く と、 再び 歩かれる ように 

なった そうだ」 

奇を 好む 江戸 人 は 眼 を 丸く して、 その 噂に 耳 を かた 

むけた。 それが 一種の 宣伝に なって、 長 谷 寺の 開帳 は 

ますます 繁昌した。 夜叉 神 堂に は 線香の けむりが 充満 

して、 鬼の 面 は 大勢の 手に 押しいた だかれた。 

万隆 寺の 教重は 無事に 開帳 六十 日間 を 勤めた が、 そ 

しち-つ さ 

の 後に 下 総の 末寺に 送られた と 云う。 
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